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の
終
わ
り
に
咲
く
大
輪
の
花
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今月の注目情報Pick Up News

　８月 31日、大谷地区で打ち上げ花火が上げられました。

これはコロナ禍による大谷風神祭が中止となったことを受け、

風神祭実行委員会が五穀豊穣・疫病退散を願って実施したも

の。区民の皆さんは打ち上げ時間が近づくと外に出てきて、

家族で夏の夜空を彩る花火を眺めていました。

　表紙の写真

　

９
月
19
日
に
奈
良
県
橿
原
市
で
行
わ
れ

る
第
60
回
全
日
本
女
子
剣
道
選
手
権
大
会

へ
山
形
県
代
表
と
し
て
川
村
優
貴
乃
さ
ん

（
大
谷
第
五
）、
埼
玉
県
代
表
と
し
て
志
藤

綾
子
さ
ん
（
川
通
出
身
）
が
出
場
し
ま
す
。

同
大
会
は
数
あ
る
大
会
の
中
で
最
も
栄
誉

あ
る
剣
道
大
会
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て

お
り
、
同
大
会
に
町
関
係
者
２
人
が
出
場

す
る
の
は
初
め
て
の
こ
と
で
す
。
出
場
す

る
２
人
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

選
手
権
初
出
場
の
川
村
さ
ん
は
「
小
学

生
の
時
に
先
輩
方
が
全
国
優
勝
し
た
記
事

を
見
て
憧
れ
て
い
ま
し
た
。
今
回
そ
の
先

輩
と
同
じ
大
会
に
出
れ
る
こ
と
を
誇
り
に

思
い
、
全
力
で
戦
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

出
場
６
回
目
と
な
る
志
藤
さ
ん
は
「
後
輩

の
川
村
が
先
に
全
日
本
出
場
を
決
め
た
の

で
、
地
元
の
後
輩
と
一
緒
に
出
た
い
と
い
う

思
い
を
パ
ワ
ー
に
代
え
て
予
選
を
勝
ち
抜

き
ま
し
た
。
挑
戦
者
の
つ
も
り
で
一
戦
一
戦

悔
い
が
な
い
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
」
と
意

気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
11
月
21
日
に
講
道
館
（
東
京
都
）

で
行
わ
れ
る
第
11
回
日
整
全
国
少
年
柔
道

形
競
技
会
へ
東
北
代
表
と
し
て
朝
日
柔
道

ス
ポ
少
の
熊
谷
菫
さ
ん
（
緑
町
）・
阿
部
陽

菜
さ
ん
（
常
盤
）
の
組
が
出
場
し
ま
す
。

技
を
掛
け
る
「
取と

り

」
と
受
け
る
「
受う

け

」、
２

者
の
連
携
が
問
わ
れ
る
「
形か

た

」
競
技
。
出

場
す
る
２
人
は「
こ
れ
ま
で
先
生
に
教
わ
っ

て
き
た
こ
と
を
し
っ
か
り
と
実
践
し
、
全

国
大
会
で
も
良
い
成
績
を
収
め
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
東
北
代
表
と
し
て
頑
張
り

ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

全
国
で
活
躍
す
る
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち

川村優貴乃さん（写真左）と志藤綾子
さん（写真右）

熊谷菫さん（写真左）と阿部陽菜さん
（写真右）
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「感動」の真実

～東京オリンピック・

　パラリンピックが伝えたもの～

　人は歳とともに涙もろくなるのだろうか。感

動にふと目頭が熱くなり、涙ぐんでしまった顔

を、家人に見られまいと、不自然に視線を逸ら

す。鼻をかむような振りをして、ティッシュで

顔を覆い目元の涙を拭いて何食わぬ顔をして

再びテレビの方に目を向ける。そんなことが幾

度あったことだろうと、終わったばかりの東京

２０２０オリンピック・パラリンピック大会の

余韻を感じながら振り返っています。

　日本のみならず全世界を覆い尽くしたコロナ

禍の中、本当に東京オリンピック・パラリンピッ

クが開催されるのだろうかと、誰もが心配した

大会でありました。私たち一般国民にしてそう

なのですから、選手の皆さんの気持ちについて

は、推し量る術さえ分からぬ程のギリギリの精

神状態ではなかったのかと思われます。

　大会前の世論調査では大会中止や再延期を

求める声が８割ほどであったのが、パラリン

ピック閉会直後、某大手通信社による緊急世

論調査では、東京パラリンピック大会が開催さ

れて「よかった」と回答した人が約７割に上っ

たとの記事を目にしました。

　オリンピックはもとより、パラリンピックア

スリートの幾多の感動の場面が、多くの人々の

目に触れ心を震わせることが出来た事実を、私

たちは深く心に刻んでいかなければならないと

思います。

　人間の素晴らしさ。人間の持つ可能性への

挑戦が、私たちの未来を必ずや最良のものへ

と導いてくれる。そう信じさせてくれる生きた

指針として、東京オリンピック・パラリンピッ

クが存在したことを歴史が証明してくれると確

信しています。

町長歳時記　

Pick Up News

　全国で活躍するアスリートたち

特集

　元気な体で豊かな生活を

町政スポット

　・まちの未来について話し合う会議が行われました

　・東京２０２０パラリンピック採火式　ほか

町職員の人事と給与

９月９日は救急の日 目の前で人が倒れたそのときに

まちレポ

　・ワイン仕込み作業「安全祈願祭」

　・第 60 回寒河江西村山地区少年の主張大会

　・豊龍神社「夜間参拝」 　ほか

健康あさひるばんざい

朝日町エコミュージアムサテライト散策

それいけ協力隊とウサヒ、町立図書館コーナー

ALT のオリビア先生が帰国します

戸籍のまど、となりのリンゴさん、クラウドファンディ

ングを活用して平区に自動販売機が設置されました

２０２１年度　おうちでワインまつり
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【第 60 回 全日本女子剣道選手権大会出場】

　　山形県代表　川村優貴乃（大谷第五）

　　埼玉県代表　志藤　綾子（川通出身）

【第 11回 日整全国少年柔道形競技会出場】

　　東北代表　　熊谷　　菫
すみれ

（宮　宿　小６年／緑町）

　　　　　　　　阿部　陽
ひ な

菜（西五百川小６年／常盤）

東海林妃
ひ な こ

那子さんが東北大会剣道女子個人で第２位

　８月５日に行われた令和３年度東北中学校体育大会剣道競技におい

て東海林妃那子さん（本町）が女子個人戦で第２位に輝きました。また、

８月 22 日に行われた令和３年度全国中学校剣道大会では、女子個人

の２回戦でシード選手を下すも３回戦で惜敗。敢闘した東海林さんは

「日頃、先生方に指導していただいたことを信じて戦いました。この経

験を生かし高校では日本一を目指して頑張りたいです」と話しました。



　　特集　元気な体で豊かな生活を

遠藤 直裕さん （ミズノ×若手農業者ワークショップに参加）

　

ミ
ズ
ノ
と
の
提
携
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す

る
た
め
、
全
国
で
も
初
と
な
る
コ
ラ
ボ

ロ
ゴ
を
制
作
。
朝
日
中
部
活
動
や
社
会

人
チ
ー
ム
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
へ
の
縫
い
つ

け
、
一
般
販
売
用
の
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
な
ど
、

多
く
の
メ
デ
ィ
ア
に
も
取
り
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
町
若
手
農
業
者
の
会

と
同
社
の
共
同
開
発
に
よ
る
「
雨
対
策

リ
ス
ト
バ
ン
ド
」
は
町
内
の
み
な
ら
ず

町
外
・
県
外
か
ら
も
反
響
が
あ
り
、
農

作
業
時
等
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
っ
た

と
と
も
に
、
町
の
Ｐ
Ｒ
に
大
き
く
寄
与

し
て
い
ま
す
。

全国初のコラボロゴ

ミズノという一流企業から朝日町という

小さい町のリンゴ農家の意見が採用され

たことを誇らしく思います。製品化した

ものが自分たちだけでなく、県外の農家

にもニーズがあることに驚き、次の商品

化へのモチベーションが上がりました。

長岡 輝喜さん （ジュニアマラソンクラブ走り方教室に参加）

　

リ
オ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
後
の
井
上
康
生

監
督
や
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
後

の
田
中
史
朗
選
手
な
ど
一
流
ス
ポ
ー
ツ

選
手
を
旬
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
招
待
し
て

実
技
教
室
や
講
演
を
行
う
こ
と
で
、
ス

ポ
ー
ツ
に
対
す
る
関
心
を
高
め
、
ス
ポ
ー

ツ
の
身
近
さ
や
楽
し
み
方
、
そ
し
て
健

康
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

小
中
学
校
及
び
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
等
に

お
け
る
各
実
技
教
室
の
実
施
に
よ
り
、

大
会
記
録
や
自
己
記
録
更
新
な
ど
の
成

果
が
あ
り
、
指
導
者
に
対
し
て
も
、
専

門
的
な
指
導
法
や
知
識
等
を
伝
え
る
機

会
が
で
き
ま
し
た
。

スポーツを身近に

（前田沢ウォーキングコースの設定に参加）熊谷 保勝さん

　

ミ
ズ
ノ
の
運
動
指
導
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

活
用
し
た
ヘ
ル
シ
ー
ラ
イ
フ
教
室
や
ノ

ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
を
行

い
、
主
に
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
や
病

気
・
介
護
予
防
に
対
す
る
意
識
を
高
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
前
田
沢
区
で

は
ミ
ズ
ノ
を
含
め
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
通
し
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
設

定
。
歩
く
こ
と
に
よ
る
健
康
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
親
子
ス
ポ
ー

ツ
教
室
や
足
育
講
座
を
実
施
す
る
こ
と

で
親
と
子
が
体
の
動
か
し
方
や
、
年
齢

に
あ
っ
た
靴
選
び
を
学
び
、
健
や
か
な

成
長
を
支
援
し
て
き
ま
し
た
。

健康であるために

ミズノのインストラクターの方に来てもら

い、これまでと違った練習を実施すること

で、子どもたちのモチベーションが上がり

ました。また、指導者側も専門家による新

たな指導方法を学ぶ機会となりとても良い

刺激になりました。

ウォーキングマップをミズノと作ったこ

とで、今まであまり行かなかった所も歩

くようになりました。健康の貯金づくりと

思って日々歩いています。５月に実施した

ウォーキングイベントも好評で、今後季節

ごとの実施も考えています。

第１期の主な共同事業

コラボポロシャツの販売 共同開発した雨対策リストバンド

ノルディックウォ―キング ミズノからだスッキリ講座

プロ選手による実技教室 小学校での走り方教室

42021.95 2021.9

元気な体で豊かな生活を特集特集

　平成 28 年３月から総合的なまちづくりで連携してきた町とミズノ株式会社。

５年間にわたってこれまで様々な事業を実施してきました。今年７月には新た

にまちづくり連携協定が締結され、さらなる連携の強化が期待されています。

　今月号では町とミズノのこれまでの取り組みを振り返るとともに、町民の豊

かな生活に向けて、どのように連携していくのかを特集します。

　

町
と
ミ
ズ
ノ
株
式
会
社
と
の
つ
な
が
り

は
、
平
成
26
年
度
か
ら
平
成
28
年
度
に

か
け
て
、
ス
タ
ー
ブ
ラ
ン
ド
社
の
村
尾
隆

介
氏
を
町
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
と
し
て
招
し
ょ
う
へ
い
聘
し
実
施
し
た
ブ
ラ
ン
ド

化
の
取
り
組
み
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

町
は
、
急
速
に
進
展
す
る
高
齢
化
に
伴

い
、
社
会
保
障
費
の
増
加
や
健
康
寿
命
の

延
伸
、
医
療
費
の
抑
制
等
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
一
方
で
ミ
ズ
ノ
は
、
少
子

高
齢
化
に
伴
う
ス
ポ
ー
ツ
人
口
の
減
少
に

よ
り
、
培
っ
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
健
康

づ
く
り
や
日
常
生
活
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
、

他
分
野
へ
の
活
用
を
模
索
し
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
お
互
い
が
抱
え
る
人
口
減

少
や
少
子
高
齢
化
等
の
課
題
に
協
力
し

て
取
り
組
む
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
28
年

３
月
、
総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り
で
連
携
し

て
い
く
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

官
民
連
携
に
よ
る
取
り
組
み
の
ス
タ
ー

ト
か
ら
５
年
。
健
康
づ
く
り
や
ス
ポ
ー
ツ

の
み
な
ら
ず
、
農
業
や
地
域
の
活
性
化
な

ど
、
こ
れ
ま
で
様
々
な
取
り
組
み
を
実
施

し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
30
年
度
に

策
定
し
た
第
６
次
朝
日
町
総
合
発
展
計

画
の
中
で
も
、「
生
涯
学
習
」、「
健
康
増
進
」

分
野
に
お
い
て
、
同
社
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活

用
し
な
が
ら
目
標
の
達
成
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

朝日町×ミズノ株式会社

～チャレンジする官民連携のまちづくり～



　　特集　元気な体で豊かな生活を
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インタビュー
Interview

ミズノ株式会社 営業統括本部 営業推進部

川久保 浩之 上級専門職

第
１
期
の
１
番
の
成
果
は
？

連
携
に
よ
っ
て
町
民
の
自
信
と
誇

り
に
繋
が
っ
た
こ
と

　

民
間
企
業
と
の
初
め
て
の
連
携
協
定

と
い
う
こ
と
で
、
官
民
で
の
連
携
方
法

の
構
築
が
課
題
で
あ
り
ま
し
た
が
、
５

年
間
で
ミ
ズ
ノ
と
の
関
わ
り
が
町
民

に
も
浸
透
し
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
特

に
通
常
で
は
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と
が

で
き
な
い
有
名
ア
ス
リ
ー
ト
を
町
に
招

き
、
講
演
や
実
技
指
導
を
行
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
で
町
民
一
人
ひ
と
り
が
ミ
ズ

ノ
を
近
い
存
在
に
思
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
コ
ラ
ボ
ロ
ゴ
や
若
手
農

業
者
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
製
品
開
発
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
事
業
や
子
ど
も
た
ち
へ

の
教
室
な
ど
ミ
ズ
ノ
で
な
け
れ
ば
で
き

な
い
専
門
的
な
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
き
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。

町
が
ミ
ズ
ノ
に
求
め
て
い
る
も

の
は
？

専
門
分
野
で
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
用
い

た
健
康
寿
命
の
延
伸

　

グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
で
あ
る
ミ
ズ
ノ
に

長
年
蓄
積
し
て
き
た
専
門
分
野
で
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
朝
日
町
の
ま
ち
づ
く
り
・
地

域
づ
く
り
へ
生
か
し
、
と
も
に
地
域
の

良
さ
を
引
き
出
し
て
い
け
れ
ば
い
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
少
子
高
齢
化
が
進
む

中
、
高
齢
化
率
が
県
内
第
２
位
と
い
う

朝
日
町
に
お
い
て
い
つ
ま
で
も
元
気
で

健
康
で
い
ら
れ
る
「
生
涯
現
役
」
が
目

標
で
す
。
身
体
機
能
の
面
で
も
研
究
さ

れ
て
い
る
ミ
ズ
ノ
か
ら
こ
の
分
野
で
も

協
力
い
た
だ
き
、
健
康
寿
命
の
延
伸
、

ひ
い
て
は
町
民
の
幸
せ
に
つ
な
が
る
取

り
組
み
を
実
現
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

 

第
２
期
の
展
望
に
つ
い
て

「
歩
く
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
の

健
康
増
進
を
推
進

　

第
１
期
の
連
携
で
行
っ
て
き
た
事
業

を
元
に
第
２
期
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
一

歩
踏
み
込
ん
だ
対
応
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。
中
で
も
「
歩
く
」
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
の
健
康
増
進
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
い
つ
で
も
ど

こ
で
も
気
軽
に
取
り
組
め
る
事
業
を
町

民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
に
実
施
し
て

も
ら
う
こ
と
で
町
全
体
の
大
き
な
動
き

と
な
り
、
町
と
ミ
ズ
ノ
が
お
互
い
を
高

め
合
っ
て
い
け
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。

第
１
期
を
終
え
て
、
朝
日
町
だ
か

ら
得
ら
れ
た
成
果
は
？

取
り
組
み
に
熱
量
を
持
ち
続
け
て

く
れ
た
と
い
う
こ
と

　

ミ
ズ
ノ
は
こ
れ
ま
で
13
の
市
町
村
と

連
携
し
て
い
ま
す
が
、
中
で
も
朝
日
町

は
進
捗
度
や
内
容
の
濃
さ
が
違
い
ま

す
。
他
の
町
で
は
行
政
の
一
部
門
と
の

や
り
取
り
だ
け
で
す
が
、
朝
日
町
は
ま

ち
全
体
と
し
て
ミ
ズ
ノ
と
の
取
り
組
み

に
あ
た
っ
て
い
る
た
め
で
す
。
コ
ラ
ボ

ロ
ゴ
の
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
か
ら
始
ま
り
、
そ

の
後
の
イ
ベ
ン
ト
で
も
多
く
の
方
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け

変
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
町

民
が
多
か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ミ
ズ
ノ
と
し
て
も
初
め
て
の
取
り
組

み
で
手
探
り
の
状
態
の
中
、
協
力
体
制

を
継
続
で
き
、
第
２
期
を
迎
え
ら
れ
た

こ
と
が
成
果
で
あ
り
、
町
が
取
り
組
み

に
対
し
熱
量
を
持
ち
続
け
て
く
れ
た
結

果
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

第
１
期
で
印
象
的
な
出
来
事
は
？

第
６
次
総
合
発
展
計
画
に
携
わ
ら

せ
て
も
ら
っ
た
こ
と

　

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と
な
る
町
の
最

上
位
計
画
を
つ
く
る
場
に
参
加
さ
せ
て

も
ら
い
、
そ
こ
ま
で
私
た
ち
を
仲
間
に

入
れ
て
く
れ
る
の
か
と
感
銘
を
受
け
ま

し
た
。
会
議
で
は
参
加
者
の
皆
さ
ん
が

町
の
こ
と
を
好
き
な
気
持
ち
を
肌
で
感

じ
、
改
め
て
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で

し
た
。

第
２
期
の
展
望
に
つ
い
て

「
歩
く
」
こ
と
を
当
た
り
前
に
で

き
る
状
況
を
つ
く
る

　

第
２
期
は
町
民
の
皆
さ
ん
の
健
康

を
ど
う
守
っ
て
い
く
か
と
い
う
と
こ

ろ
を
い
の
一
番
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
鈴
木
町
長

も
話
し
て
い
た
「
歩
く
」
と
い
う
人

間
の
一
番
基
本
的
な
動
作
を
町
民
の

皆
さ
ん
と
見
直
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
と
言
っ
て
も
難
し
い

こ
と
で
は
な
く
歩
く
と
い
う
当
た
り

前
の
こ
と
を
当
た
り
前
に
で
き
る
状

況
を
具
現
化
し
て
い
き
た
い
で
す
。

現
在
具
体
的
な
実
施
計
画
の
最
後
の

詰
め
の
段
階
ま
で
き
て
い
ま
す
の
で
、

今
後
の
ミ
ズ
ノ
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　運動を通した病気予防に繋げるため、「歩く」

という何気なくとっている行動に特化するこ

とで、運動負担の少ない取り組みを推進して

いきます。健康づくりという幅広い分野の中

で、町とミズノ双方が「歩く」ことに注目し

ました。自分自身で歩き続けるということは、

体力が維持されると共に、年を重ねてからの

自立した生活を維持するためにも重要です。

　まずは、歩く前のけが予防対策として、自

身の足型を知る測定会の実施や歩数によって

得られる病気予防効果を知る実技教室など

を実施する予定です。これから５年間、連携

しているからこそできる取り組みに積極的に

チャレンジし、先進事例として発信するとと

もに、町民の皆さんの健康を支える取り組み

を展開していきます。

「できる」「楽しむ」「続ける」をキーワード
にした高齢者向け予防プログラム

「歩く」ことをサポートすることの一環として、
足に合った靴を選ぶために足型の測定を実施

佐藤 修 課長

政策推進課

さらに有意義な５年間へ

　まちづくり連携協定について、第１期の成果と今後の展望を鈴木

浩幸町長と、連携当初から担当として取り組んでいただいているミ

ズノ株式会社の川久保浩之上級専門職にそれぞれお話を聞きました。

　病気の治療というと薬を思い浮かべま

すが、薬を使わない非薬物治療というも

のがあります。代表的なものに食事療法

と運動療法があり、運動は糖尿病や高血

圧、脂質異常症等に有効なほか、“がん”

に対する予防効果も世界がん研究基金か

ら報告されています。この他にも認知症

の発症予防や進行抑制、加齢による心身

の老い衰えを抑えることにも運動の重要

性が指摘されています。とはいえ、運動

を続けることは簡単ではありません。まず

は買い物や掃除を日課にするなど日常生

活運動量を増やしてみてはどうでしょう

か。自分にあった運動を長く続けるように

してください。何といっても薬と違って運

動にはお金がかからないですから。

病気の治療や予防となる「運動」

小林 達 院長

朝日町立病院

鈴木 浩幸 町長



■税務町民課 住民生活係　☎６７－２１１９

人権啓発・心のふれあいコンサート ～考えよう「みんな」の人権「あなた」の人権～

　

８
月
21
日
、
創
遊
館
を
会
場

に
「
人
権
啓
発
・
心
の
ふ
れ
あ

い
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

 

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
人
権

啓
発
活
動
の
一
環
と
し
て
、
山

形
人
権
啓
発
活
動
地
域
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
協
議
会
と
町
が
主
催
し

た
も
の
。
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
生

ま
れ
つ
き
左
耳
に
聴
覚
障
害
を

持
ち
な
が
ら
、
ジ
ャ
ズ
チ
ェ
ロ

奏
者
と
し
て
世
界
中
で
活
躍
す

る
吉き
っ
か
わ川
よ
し
ひ
ろ
さ
ん
（
鶴
岡

市
出
身
）
が
「
パ
ッ
フ
ェ
ル
ベ

ル
の
カ
ノ
ン
」
な
ど
誰
も
が
聞

い
た
こ
と
の
あ
る
ク
ラ
シ
ッ
ク

や
「
最
上
川
舟
唄
」
等
を
披
露
。

吉
川
さ
ん
の
「
自
分
の
音
色
を

そ
の
場
で
録
音
・
再
生
し
て
音

を
重
ね
合
わ
せ
る
演
奏
」
に
、

強
く
心
を
引
き
つ
け
ら
れ
る
会

場
の
皆
さ
ん
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
の
中
で
吉
川
さ

ん
は
、
音
楽
学
校
で
聴
覚
障
害

を
理
由
と
し
た
い
じ
め
に
あ
っ

た
こ
と
を
語
り
、「
耳
の
聴
こ

え
な
い
人
は
音
楽
を
や
っ
ち
ゃ

い
け
な
い
の
？
」
と
奮
い
立
ち
、

努
力
を
続
け
て
き
た
と
話
し
ま

し
た
。
コ
ン
サ
ー
ト
の
最
後
に
、

い
ろ
い
ろ
な
国
の
人
た
ち
が
そ

れ
ぞ
れ
の
言
語
や
文
化
を
持
っ

て
行
き
交
う
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

交
差
点
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
作
曲

し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
「
タ
イ
ム

ズ
ス
ク
エ
ア
」
を
演
奏
。
観
客

が
立
ち
上
が
り
ア
ン
コ
ー
ル
の

拍
手
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

■政策推進課 総合政策係　☎６７－２１１２

まちの未来について話し合う会議が行われました

　

人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
を
可
能
な
限

り
抑
制
す
る
と
と
も
に
、
希
望
活
動
人
口

（
※
）
を
増
や
し
、
い
つ
ま
で
も
元
気
な
町

を
次
世
代
へ
つ
な
げ
て
い
く
た
め
に
、
令

和
２
年
３
月
に
策
定
さ
れ
た
「
第
２
期
朝

日
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
」。
そ
の
取
り
組
み
が
適
切
に
行
わ
れ
て

い
る
か
ど
う
か
を
評
価
す
る
同
評
価
委
員

会
が
８
月
10
日
、
町
役
場
庁
舎
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
毎
年
１
回
行
わ
れ
る
も
の
で
、

今
回
は
第
２
期
戦
略
を
策
定
し
て
か
ら
初

め
て
の
開
催
。
町
民
や
各
種
関
係
団
体
等

の
代
表
者
、
学
識
経
験
者
な
ど
８
人
で
構

成
さ
れ
た
評
価
委
員
を
中
心
と
し
て
、
町

長
、
副
町
長
、
教
育
長
と
各
担
当
課
長
が

参
加
し
、
策
定
初
年
度
の
検
証
結
果
と
評

価
に
つ
い
て
様
々
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。

　

３
つ
の
基
本
目
標
（
①
若
者
た
ち
の
地

元
定
着
と
交
流
・
移
住
の
促
進
を
図
る
、

②
結
婚
に
対
す
る
意
識
を
醸
成
し
、
出
産
・

子
育
て
の
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
、
③

高
齢
者
や
障
が
い
者
が
い
き
い
き
と
住
み

続
け
る
こ
と
の
で
き
る
環
境
を
整
え
る
）

を
柱
と
し
て
、
実
施
項
目
ご
と
に
ま
と
め

た
評
価
シ
ー
ト
を
元
に
協
議
。
評
価
委
員

か
ら
は
「
令
和
２
年
度
の
出
生
者
数
が
15

人
と
い
う
こ
と
で
、
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
る
が

非
常
に
少
な
い
と
感
じ
る
。
普
通
の
こ
と

を
し
て
は
人
口
減
少
に
は
歯
止
め
が
か
か

ら
な
い
。
思
い
切
っ
た
施
策
が
必
要
な
の

で
は
な
い
か
」「
朝
日
町
は
若
者
や
子
育
て

世
帯
に
と
っ
て
希
望
を
持
て
る
よ
う
な
施

策
が
十
分
で
な
い
。
例
え
ば
小
学
生
へ
の

英
語
教
育
に
つ
い
て
、
朝
日
町
で
子
育
て

す
る
と
英
語
が
堪
能
に
な
る
な
ど
、
小
さ

い
町
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
と
い
っ
た
施
策

を
期
待
し
た
い
」
な
ど
、
率
直
な
意
見
が

数
多
く
出
さ
れ
、
活
発
な
会
議
と
な
り
ま

し
た
。

（
※
）
町
の
将
来
に
希
望
を
持
ち
、
よ
り
良

い
町
に
し
よ
う
と
活
動
す
る
人
。

数値目標や達成度を記した評価シートに基づいて協議が行われた

東京２０２０パラリンピック採火式

■教育文化課 生涯学習係　☎６７－２１１８

　

８
月
13
日
、
空
気
神
社
の
参
道
に
て
、
東

京
２
０
２
０
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー

の
た
め
の
採
火
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

山
形
県
の
採
火
は
、
県
内
全
35
市
町
村
に

て
共
生
社
会
へ
の
思
い
を
込
め
、
そ
れ
ぞ
れ

の
伝
統
や
文
化
、
産
業
な
ど
を
Ｐ
Ｒ
で
き
る

独
自
の
手
法
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
朝
日
町

で
は
世
界
で
唯
一
空
気
を
ま
つ
る
空
気
神
社

の
参
道
で
、
五
行
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
（
木
・

火
・
土
・
金
・
水
）
の
火
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

か
ら
採
火
を
実
施
。
火
を
灯
す
ろ
う
そ
く
に

は
、
ハ
チ
蜜
の
森
キ
ャ
ン
ド
ル
の
蜜
ろ
う
が

使
用
さ
れ
、
澄
み
わ
た
る
清
浄
な
空
気
の
中
、

蜜
ろ
う
の
優
し
い
光
が
ラ
ン
タ
ン
に
分
灯
さ

れ
ま
し
た
。

　

採
火
さ
れ
た
聖
火
は
、
堀
俊
一
教
育
長
の

手
に
よ
り
、
16
日
に
県
総
合
運
動
公
園
陸
上

競
技
場
（
天
童
市
）
で
行
わ
れ
た
山
形
県
集

火
式
へ
と
運
ば
れ
、
一
つ
に
集
約
。
そ
の
後
、

東
京
で
行
わ
れ
た
集
火
式
・
聖
火
リ
レ
ー
へ

と
つ
な
が
れ
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖
火
と

な
り
ま
し
た
。

火のモニュメントにて採火
を行う堀教育長

楽器を弾きつつ足元の機械を操作して音を重ねる演奏

ハンディを乗り越えプロ奏者となった生い立ちを語る吉川さん

宝くじの助成金で背負式消火水のうを整備

■総務課 危機管理係　☎６７－２１１１

火
災
の
残
火
処
理
等
の
際
に
活
用

す
る
背
負
式
消
火
水
の
う
22
着

を
整
備
し
ま
し
た
。
消
防
団
の
更

な
る
災
害
活
動
能
力
の
充
実
と

強
化
を
図
り
ま
す
。

【
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
】

　

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
で
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広

報
事
業
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
に
必
要
な
備
品
、
集
会
施
設
整

備
等
へ
の
助
成
を
行
い
、
地
域
社

会
の
健
全
な
発
展
と
住
民
福
祉

の
向
上
に
寄
与
す
る
事
業
で
す
。

渡辺良輔さんが町スポーツ少年団本部表彰を受彰

■教育文化課 生涯学習係　☎６７－２１１８

　

８
月
２0
日
、
渡
辺
良
輔
さ
ん
（
前

田
沢
）
へ
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部

か
ら
表
彰
が
あ
り
ま
し
た
。

　

渡
辺
さ
ん
は
平
成
21
年
度
か

ら
10
年
以
上
宮
宿
剣
道
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
の
指
導
に
あ
た
り
、
剣

道
を
通
し
た
子
ど
も
た
ち
の
心
と

体
の
育
成
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
度
の
表
彰
は
そ
の
功
績
に
敬

意
を
表
す
る
も
の
で
す
。

　

受
彰
を
受
け
て
、
渡
辺
さ
ん
は
、

「
親
御
さ
ん
方
や
周
り
の
皆
さ
ん
の

協
力
に
よ
っ
て
こ
れ
ま
で
や
っ
て
こ

れ
た
。
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
た
ち

と
一
緒
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と

語
っ
て
い
ま
し
た
。

渡辺良輔さん（写真中央）と宮宿剣道スポ少の子どもたち

　

町
で
は
こ
の
た
び
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
を
活
用
し
て
、
ホ
ー
ス
延

長
が
困
難
な
場
所
で
の
消
火
や
林
野背負式消火水のうを装備した職員

82021.99 2021.9
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▶一般行政職の級別職員数の状況（令和３年４月１日現在）

区分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 計

職　名
主事

主事補
技師

主事 主任
主査
係長

課長補佐
課長

議会事務局長
事務長

職員数 28 人 15 人 10 人 20 人 10 人 11 人 94 人

構成比 29.8％ 16.0% 10.6% 21.3% 10.6% 11.7% 100.0%

※朝日町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。

▶年齢別職員構成の状況（令和３年４月１日現在）

区分

20
歳
未
満

20
～
23
歳

24
～
27
歳

28
～
31
歳

32
～
35
歳

36
～
39
歳

40
～
43
歳

44
～
47
歳

48
～
51
歳

52
～
55
歳

56
歳
以
上

計

職員数（人） 1 7 11 23 16 17 13 18 16 11 17 150

▶部門別職員数と主な増減理由（各年４月１日現在）

部　門
職員数

増減 主な増減理由
2年 ３年

一

般

行

政

議 会 2 2 ０

総 務 26 26 ０

税 務 7 6 △１ 育児休業のため一時的な補充の終了

農林水産 8 8 ０

商 工 5 6 １ 育児休業のため一時的な補充

土 木 7 7 ０

民 生 8 7 △１ 業務再配分による減

衛 生 5 6 １ 新型コロナウイルスワクチン接種関連業務の増

小 計 68 68 ０

特
別
行
政

教 育 20 21 １ 短時間再任用職員退職によるフルタイム再任用職員の配置

小 計 20 21 １

公

営

企

業

病 院 47 48 １ 医師の採用

水 道 3 3 ０

その他 10 10 ０

小 計 60 61 １

合　計 148 150 ２

０１　職員の任免および職員数に関する状況

▶給与費の状況（令和 3 年度一般会計予算）

職員数

（Ａ）

給与費 一人あたり給与費

（Ｂ／Ａ）給　料 職員手当 期末・勤勉手当 合　計（Ｂ）

90 人 3 億 2,325 万円 7,699 万円 1 億 2,179 万円 5 億 2,203 万円 580 万円

※職員手当には退職手当を含みません。※給与費は一般会計当初予算の額です。
※職員数は、フルタイム勤務再任用職員を含みます。

▶人件費の状況（令和 2 年度一般会計決算）

住民基本台帳人口

（R3.1.1 現在）
歳出額（Ａ） 実質収支 人件費（Ｂ）

人件費比率

（Ｂ／Ａ）

6,556 人 63 億 2,653 万円 4 億 8,424 万円 8 億 7,019 万円 13.8％

※人件費には、特別職などに支給される給与・報酬等を含みます。
※令和元年度の人件費率は 14.0％。

０２　職員の給与等の状況

▶採用者、退職者数（令和３年４月１日現在）

年度 令和元年度 ２年度 ３年度

採　用　者 4 6 3

退　職　者 6 8 ―

職
員
の

人
事
と

給
与
等
を

公
開
し
ま
す

「
朝
日
町
人
事
行
政
の
運
営
等
に
関
す
る
条
例
」
第
４
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
町
職
員
の
人
事
や
給
与
等
を
公
開
し
ま
す
。

※職員数は、フルタイム勤務再任用職員を含み、短時間勤務再任用職員を除いています。

▶平均年齢、給料月額及び給与月額（令和 3 年４月１日現在）

職種 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

一般行政職 38 歳 9 カ月 291,500 円 380,600 円

技能労務職 55 歳 3 カ月 323,700 円 340,300 円

※給与は給料及び諸手当を含んだ額です。

▶時間外勤務手当（一般会計決算）

区分 支給総額 職員一人当たりの年間支給額

令和元年度 3,128 万円 355,490 円

令和 2 年度 2,914 万円 331,089 円

※選挙に係る時間外勤務手当を含んだ額です。

▶その他の手当（令和３年４月１日現在）

区分 支給総額

扶養手当
一般の扶養親族…6,500 円、子…10,000 円／月。
扶養親族たる子のうち満 16 歳の年度初めから満 22
歳の年度末までの子につき 5,000 円加算

住居手当 借家の場合支給。限度額　28,000 円

通勤手当
交通機関利用…限度額　55,000 円
交通用具使用…限度額　20,900 円

▶期末・勤勉手当の状況（令和 3 年４月１日現在）

朝日町 国 比較

期末手当 （月分）　　2.50 （月分）　　2.55 （月分）　△ 0.05

勤勉手当 1.85 1.90 △ 0.05

※職制上の段階、職務の等級による５％～ 15％の加算があります。

▶職員の学歴別初任給（令和３年４月１日現在）

区分 朝日町 国

一般行政職
大 卒

185,100 円
（上級の場合）

（総合職）　195,500 円

（一般職）　182,200 円

高 卒 152,300 円 150,600 円

技能労務職 高 卒 146,300 円 ー

▶退職手当の状況（令和 3 年４月１日現在）

区　分
朝日町

自己都合 定年／勧奨

支

給

率

勤 続 20 年 19.6695 月分 24.586875 月分

勤 続 25 年 28.0395 月分 33.27075 月分

勤 続 35 年 39.7575 月分 47.709 月分

最高限度額 47.709 月分 47.709 月分

その他の加算措置 定年前早期退職特例措置（２％～ 45％加算）

１人当たり平均支給額 1,555 万円

※平均支給額は、令和 2 年度中に退職した職員に支給された平均額です。

０２　職員の給与等の状況（右ページつづき）０４　職員の勤務時間、休暇等の状況

▶分限処分

免職 休職 降任 降給 計

０人 1 人 ０人 ０人 1 人

▶懲戒処分

免職 停職 減給 戒告 計

０人 0 人 0 人 0 人 0 人

０７　分限及び懲戒処分の状況（令和2年度）

▶職務専念義務の免除
職員には、地方公務員法の規定に基づき、職務に専念する義務
が課せられていますが、条例により研修を受ける場合、厚生
に関する計画の実施に参画する場合、消防団員として消防活
動に従事する場合等は、職務に専念する義務が免除されます。

▶営利企業など従事の許可
地方公務員法により、営利企業の役員等の就任又は、報酬を
得て事業に従事してはならないことになっています。従事す
る場合には、任命権者の許可を要することになっています。

▶育児休業
子供が３歳に達するまでの期間、任命権者の承認を得て、子
供を養育するため休業することができます。育児休業期間に
ついては、給与は支給されません。（※令和2年度取得者…2人）

０５　職員の服務の状況（令和2年度）

▶福利厚生制度
共済制度として、山形県市町村職員共済組合では、職員と
その家族の病気、ケガ、出産などに対して必要な給付を行っ
ているほか、退職者等に対して年金等の給付を行っています。
また、山形県市町村職員互助会では、慶弔的な給付事業や
保健事業を補完する事業を行っています。そのほか、職員組
合が行う町職員の福利厚生に関する事業の一部に補助して
います。

▶公務災害補償の状況
公務災害などの認定状況（令和 2 年度）

公務災害 通勤災害 計

1 件 ０件 1 件

０６　職員の福祉および利益の保護の状況

主催 内容 回数 延べ受講者数

市町村職員研修
協議会等

新採、課長級
職員研修等

13 回 18 人

０８　職員の研修の状況（令和2年度）

０３　特別職の報酬等の状況（令和3年４月１日現在）

区分 月額報酬 期末手当

給　

料

町　長 820,000 円

６月期　1.625 月分

12 月期　1.625 月分

　計　　3.25 月分

副町長 635,000 円

教育長 575,000 円

報　

酬

議　長 310,000 円

副議長 250,000 円

議　員 235,000 円

※期末手当については、給料（報酬）月額に 40％の加算があります。

▶勤務時間の概要（令和 3 年４月１日現在）

区分 内　容

始業時刻 午前８時 30 分

終業時刻 午後５時 15 分

休憩時間 正午～午後１時

▶休暇制度の概要・種類等（令和 3 年４月１日現在）

区分 要件及び日数

年次有給休暇
年 20 日（20 日を上限に残り日数を翌
年に繰越可）

病気休暇 90 日（病気内容により最長１年）

主
な
特
別
休
暇

女性職員の
出産

産前８週（多胎妊娠の場合にあっては
14 週）、産後８週

職員の結婚 ５日以内

忌引 配偶者 10 日、父母７日、子５日

夏季休暇 5 日以内（７月１日～９月 30 日までの期間）



９月９日は救急の日

目の前で人が倒れたそのときに
～いざというときのために心肺蘇生法を身に付けましょう～

　家族や友人など大切な人が目の前で倒れ、呼びかけても返事も身動きもし

ないとき、あなたならどうしますか。

　心筋梗塞や不整脈などで、突然心臓が止まった人の命を救うためには、心

肺蘇生法や電気ショックを速やかに行うことが重要です。いざというときに

迅速な行動がとれるよう、この機会に学んでみましょう。

〈
心
肺
蘇
生
法
の
手
順
〉

周囲の安全確認
倒れている人を発見したら、近寄

る前に落下物や危険がないか周囲

の安全を確認

119 番通報と協力者へ依頼
反応がなければ、大きな声で「誰

か救急車を呼んで」、「AED を持っ

てきてください」と依頼する

意識の確認
「大丈夫ですか？」と呼びかけ、

肩を軽くたたき、反応を確認

呼吸・心停止の確認
胸と腹の動きを見て、「普段どお

りの呼吸か」10 秒以内で確認

気道の確保
頭を後ろに下げ、あごの先を上げ

て空気の通り道を確保

胸骨を圧迫
手のひらを重ね、肘を曲げずに胸

の真ん中に手のひらの付け根を当

て、垂直に 30 回圧迫

人工呼吸
鼻をつまみ、約 1 秒かけて胸の上

がりが見える程度吹き込む

⑤～⑦を継続
胸骨圧迫 30 回と人工呼吸 2 回を

継続して行う

乳児の胸骨圧迫
手指 2 本を胸の真ん中に当て、

深さは胸の厚さ約 1/3、垂直に

30 回圧迫

小児の胸骨圧迫
片手を胸の真ん中に当て、深さは

胸の厚さの約 1/3、垂直に 30 回

圧迫。片手では圧迫が困難な場

合、両手でもよい

心肺蘇生法の補足
・AED 到着前は毎分１００～１２０

回の速さで胸骨を圧迫。中断をせ

ずに 1～ 2 分で交代しながら行う

・AED が到着したら速やかに使用

する

・目的のあるしぐさが出るか、救急

車が到着するまで心肺蘇生法を続

ける

コロナ禍における心肺蘇生法
・胸骨圧迫の開始前、ウイルスの飛

散を防ぐため、ハンカチ等を傷病

者の鼻口にかぶせる

・成人の心停止に対しては、人工呼

吸を行わずに胸骨圧迫と AED に

よる電気ショックを実施

・子どもの心停止に対しては、救助

者に人工呼吸を行う意思がある場

合は人工呼吸も実施する（子ども

の心停止は、窒息や溺水など呼吸

障害を原因とすることが多く、人

工呼吸の必要性が比較的高いため）

　朝日町消防団のポンプ庫（自動車及び積載車）には AED（写真左）が設

置されています。設置の目印として消防団ポンプ庫のシャッターにはこの

マーク（写真右）が表示されています。誰でも使用できる AED ですので、

万が一のときには積極的に活用しましょう。

①②③④⑤⑥

⑦⑧

参考：令和 2 年 5 月 22 日付け

　　　医政地発 0522 第 1 号

　　　救急蘇生法の指針 2015（市民

　　　用）の追補及び周知について

撮影協力：朝日町消防団女性消防部
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　　目の前で人が倒れたそのときに



　寒河江西村山地区防犯協会連合会が主催する少年の

主張大会が９月１日、朝日中学校を会場に行われまし

た。地区内の各中学校から選ばれた 14 人が、学校生

活や部活動、そして家庭生活などを通して感じたこと

を発表。抑揚を効かせて感情がこめられた語り口の主

張に、審査委員を始めとした傍聴者たちは聞き入って

いました。

　朝日中からは堀龍
りゅうあ

空さん(本町)と小松萌
も も か

姫さん(八

ツ沼 ) が出場。堀さんは「僕たちに不法投棄のつけを

払わせないでほしい」と題し、山菜を採りに山に入っ

た際、不法投棄が行われている現状を知り、自然を守

るためにどうすべきかを主張。小松さんは「生きるこ

とは幸せです」とし、インターネットで読んだ障害の

ある方の作文によって、それまでの自分が思う幸せに

対する見方が変わったことで感じた自分の思いを主張

しました。14 人全員の主張が終わると主張の論旨や

表現などの審査基準のもと審査会議が行われ、堀さん、

小松さんは努力賞を受賞しました。

 有限会社朝日町ワインで 8 月 10 日、ブドウ収穫

感謝とワイン仕込み作業の安全を祈る「安全祈願

祭」が行われました。

　今季のワイン仕込み作業を始めるにあたり、今年

も良質なブドウが収穫できたことに感謝するととも

に、仕込み作業の安全と質の高いワインの醸造を

祈願。神事では祝詞奏上の後、出席者代表が神棚

に玉串とブドウを奉納しました。その後、出席者に

よって新鮮な県産のデラウエアが次々にベルトコン

ベアーに載せられ、仕込み作業が始まりました。佐

藤丈助専務取締役は、「春先に霜による被害があっ

たものの、その後の管理と好天に恵まれたこともあ

り、順調に推移している。これからブドウの成熟期

にとって申し分のない天候となることを祈り、高品

質のブドウが収穫できることを期待したい」と話し

ていました。 仕込み作業は 11 月末頃まで行われ、

今年は白系 150 トン、赤系 150 トンの合計 300

トンが仕込まれる予定です。

学校生活や部活動、家庭での思いを主張

良質なぶどうの収穫と仕込み作業の安全を祈願

第60回寒河江西村山地区少年の主張大会

ワイン仕込み作業「安全祈願祭」

９

８ 

１

10

　８月 20 日、朝日中学校を会場にジュニアマラソンクラブの

走り方教室が行われ、約 20 人が参加しました。町とまちづく

り協定を結ぶミズノ㈱の協力で、ミズノスポーツサービス㈱よ

り井上響さんが講師として来町。あいにくの雨でしたが、井上

さんは町マラソンクラブ会員とともに、基礎体力作りや体の使

い方、ストレッチなどをクラブの子どもたちに指導しました。

参加者の１人は「キツイけど楽しかった。背が伸びるよう教え

てもらったストレッチを毎日しようと思う」と話していました。

まちづくり協定を締結しているミズノ㈱が協力

ジュニアマラソンクラブ「走り方教室」
８

夜の境内を優しい光でライトアップ

豊龍神社「夜間参拝」

８

　８月13 日から15 日までの３日間、豊龍神社で夜間参拝が行

われました。午後７時から９時の間、参道をキャンドルで照らし、

手水舎や大杉のライトアップをしたもの。同神社の豊嶋宏行宮司

は「お盆というとお寺のイメージが強いのですが、元々は古くか

らの日本の風習で、宗教を問わずご先祖様をお参りするという期

間となっています。お寺だけでなく神社にも足を運ぶきっかけづ

くりとして、このたび企画しました」と話します。訪れた人々は

境内を優しく彩る柔らかな光をゆったりと楽しんでいました。

20

15
13～
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「ホームページに写真」

　の記事はこちら

ホームページに写真

「救急の日」の啓発活動

園児たちによる救急車の絵を展示

９

　９月３日から創遊館ロビーにあさひ保育園 5 歳児クラスの園

児が描いた救急車の絵を展示しています。これは毎年９月９日

の「救急の日」前後に実施しており、このたび展示している絵は、

朝日分署の救急車が保育園を訪れたときに実物を見ながら描い

たもの。どの園児の絵も一生懸命に描いたことが伝わる素晴ら

しい出来となっており、絵を見た創遊館への来館者を和ませて

いました。展示は９月 24 日まで行われています。ぜひご覧く

ださい。

今回はから揚げに挑戦！

男の料理教室（初級・弁当コース）

９
９

　町食生活改善推進協議会（志藤一枝会長）主催の「男の料理

教室（初級・弁当コース）が、９月９日に北部公民館で行われ、

４人の男性が参加しました。今回のメニューはすすたけご飯と鶏

肉のから揚げ、人参ともやしのナムルとナスのレンジ蒸し。今回

は感染症対策として、会食をせずに弁当を作りました。参加した

長岡芳市さん（太郎第一）は「手際よく調理することができ、お

いしく作ることができたと思います」と笑顔。次回の教室は10

月５日開催でメニューは豚肉の生姜焼きの予定です。

24
３～

▶ビー玉が敷き詰められ時間により

ライトの色が変わる星空手水

◀練習前に足型を測定し、個人に合っ

た靴の選び方やトレーニングを学んだ

▲▶救急車が園児たちによって様々な

角度から描かれました

◀彩りも鮮やかなお弁当が完成！

▶
１
、２
学
年
は
感
染
対
策
の
た
め
別
室
で
の

リ
モ
ー
ト
に
よ
る
傍
聴
を
実
施

◀ベルトコンベアーに載せられた後、

茎と実に分けられ絞り機へ

▼機械により絞られたブドウ果汁。

甘い匂いが一面に漂っていました。



第
１
６
５
回
芥
川
賞
受
賞
作

「
彼
岸
花
が
咲
く
島
」李 

琴
峰　

著

文
藝
春
秋

　

記
憶
を
失
く
し
た
少
女
・
宇
実
が
流
れ

着
い
た
の
は
、
ノ
ロ
と
呼
ば
れ
る
指
導
者

が
統
治
し
、
男
女
が
違
う
言
葉
を
学
ぶ
島

だ
っ
た
。
宇
実
は
島
の
少
女
・
游
娜
と
少
年
・

拓
慈
と
、
こ
の
島
の
深
い
歴
史
に
導
か
れ

て
い
き-

。「
文
學
界
」
掲
載
を
単
行
本
化
。

第
１
６
５
回
芥
川
賞
受
賞
作

「
貝
に
続
く
場
所
に
て
」

石
沢 

麻
依　

著

講
談
社

　

ド
イ
ツ
の
学
術
都
市
に
暮
ら
す
私
の
元

に
、
２
０
１
１
年
３
月
の
震
災
で
行
方
不

明
に
な
っ
た
は
ず
の
友
人
が
現
れ
る
。
コ
ロ

ナ
禍
が
影
を
落
と
す
異
国
の
街
に
、
９
年

前
の
光
景
が
重
な
り
合
い
…
。
静
謐
な
祈

り
を
こ
め
て
描
く
鎮
魂
の
物
語
。「
群
像
」

掲
載
を
単
行
本
化
。

【
そ
の
他
の
新
刊
】

▼
チ
ン
ギ
ス
紀
11
黙
示
／
北
方
謙
三　

▼
結
ー
妹
背
山
婦
女
庭
訓
波
模
様
ー
／

大
島
真
寿
美　

▼
九
十
八
歳
。
戦
い
や

ま
ず
日
は
暮
れ
ず
／
佐
藤
愛
子　

▼
陰

陽
師　

水
龍
ノ
巻
／
夢
枕
獏　

▼
あ
き

な
い
世
傳
金
と
銀
11
／
高
田
郁　

▼
巨

鳥
の
影
／
長
岡
弘
樹　

▼
み
と
り
ね
こ

／
有
川
ひ
ろ　

▼
青
天
を
衝
け
３
／
豊

田
美
加　

▼
コ
ロ
ナ
貧
困
ー
絶
望
的
格

差
社
会
の
襲
来
ー
／
藤
田
孝
典　

▼
重

要
証
人
ー
ウ
イ
グ
ル
の
強
制
収
容
所
を

逃
れ
て
ー
／
サ
イ
ラ
グ
ル
・
サ
ウ
ト
バ

イ　

▼
さ
だ
の
辞
書
／
さ
だ
ま
さ
し　

▼
山
形
の
ト
リ
セ
ツ　

▼
ミ
ズ
ノ
本
ー

世
界
で
愛
さ
れ
る
“
日
本
企
業
”
の
秘

密
ー
／
村
尾
隆
介　

▼
ま
い
ご
の
た
ま

ご
に
い
ち
ゃ
ん
／
あ
き
や
ま
た
だ
し　

▼
ち
ゃ
わ
ん
ち
ゃ
ん
で
す
。
／
と
よ
た
か

ず
ひ
こ　

▼
か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
の
ゾ
ワ
ゾ

ワ
ゾ
ク
ゾ
ク
よ
う
か
い
ま
つ
り
／
原
ゆ
た

か　

▼
５
分
後
に
大
冒
険
な
ラ
ス
ト
／

エ
ブ
リ
ス
タ　

▼
５
分
後
に
最
悪
の
ラ
ス

ト
／
エ
ブ
リ
ス
タ　

▼
二
平
方
メ
ー
ト
ル

の
世
界
で
／
は
た
こ
う
し
ろ
う　

ほ
か

町
立
図
書
館
新
刊
案
内

【ブックテーマコーナー】

特集　９月 12 日は「宇宙の日」

　

７
年
前
か
ら
椹
平
の
棚
田
の
一
部

を
お
借
り
し
て
小
さ
く
米
作
り
を
さ

せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
日
本
の
棚

田
百
選
に
も
な
っ
て
い
る
こ
の
場
所

で
、
一
緒
に
お
米
を
育
て
る
体
験
を

し
て
み
な
い
か
と
呼
び
か
け
た
と
こ

ろ
、
今
年
は
県
内
か
ら
20
人
近
い
参

加
希
望
が
あ
り
、
５
月
末
に
手
植
え

で
田
植
え
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
こ
こ
数
年
実
験
し
て
い

る
ア
イ
ガ
モ
ロ
ボ
ッ
ト
を
使
っ
た
水

中
除
草
作
業
を
６
月
始
め
か
ら
３

週
間
ほ
ど
行
い
ま
し
た
。
こ
ち
ら
は

ロ
ボ
ッ
ト
掃
除
機
の
よ
う
な
動
き
で

田
ん
ぼ
の
中
を
泳
ぎ
ま
わ
り
、
雑
草

の
成
長
を
阻
害
す
る
効
果
が
狙
い
で

す
。
こ
の
ロ
ボ
ッ
ト
は
ソ
ー
ラ
ー
に

よ
る
給
電
と
Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
よ
る
自
動
運

転
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
実
験
の

様
子
は
、
全
国
放
送
で
も
取
り
上
げ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
果
た
し
て
こ

の
ロ
ボ
ッ
ト
は
「
ア
イ
ガ
モ
な
の
か
？

（
ア
ヒ
ル
隊
長
で
は
な
い
か
？
）」
と

い
う
ツ
ッ
コ
ミ
は
さ
て
お
き
、
そ
こ

そ
こ
の
除
草
効
果
が
実
感
で
き
る
実

験
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
い
よ
い
よ
米
作
り
の
総

決
算
、
稲
刈
り
＆
杭
が
け
の
シ
ー
ズ

ン
が
迫
っ
て
き
て
い
ま
す
。
昨
年
、

今
年
と
み
ん
な
で
集
ま
っ
て
収
穫
を

喜
ぶ
イ
ベ
ン
ト
は
難
し
そ
う
で
す
が
、

手
伝
っ
て
く
れ
た
多
く
の
方
が
家
で

美
味
し
く
お
米
が
食
べ
ら
れ
る
よ
う

に
、
今
年
は
お
土
産
持
ち
帰
り
パ
ッ

ケ
ー
ジ
も
デ
ザ
イ
ン
す
る
予
定
で
す
。

　

と
っ
て
も
ロ
ー
テ
ク
な
手
植
え
と
、

未
来
の
農
業
ア
イ
ガ
モ
ロ
ボ
、
２
つ

の
力
が
合
わ
さ
っ
た
お
米
を
食
べ
る

こ
と
が
、
こ
の
秋
の
１
番
の
楽
し
み

で
す
。

町地域おこし協力隊と桃色ウサヒの「中の人」こと、

佐藤恒平情報交流総合アドバイザーによる連載コーナー。

日々の活動や朝日町での暮らしを語ります。

「アイガモロボから稲刈りの季節へ」

情報交流総合アドバイザー　佐 藤 恒 平 （福島県出身）

( 株 ) 有機米デザイン製アイガモロボ（仮）

田植えのために県内から集まった皆さん

災害に対する家庭での備え
～これだけは準備しておこう～

【令和３年度 第６回】

今月の担当…　木村　朋恵　主査兼保健医療係長

　送橋川から取水している中郷本田堰の水源にするために、嘉永６年

（１８５３）に着工し明治３３年（１９００）に完成したのが、元の第 2ため

池でした。その上に造成した第1ため池は昭和２６年（１９５１）にできた

ものです。朝日町土地改良区は平成２６年から第 2ため池を無くして第1

ため池のかさ上げをする工事を始め、完成は令和３年度中の予定です。え

ん堤の工事はほとんど終わっており、第 2ため池の貯水量分も含め、新し

いため池に蓄えられた水は送橋川に安定した水を流しています。

第48回

　まだ工事中で、途中から歩いて行くんだけれど、撤去された

第2ため池のえん堤跡を見ることができるんだよ。また、杉山

に向かう町道を進み、りんご園の傍を通る道に入ってもため池

を見ることができるんだ。工事の前はフナが多くいて釣りに来

る人もいたけど、工事の為に一時的に水を全部抜いたから、フ

ナがいなくなってしまい残念だったな。

案内人の

つぶやき

【DATA】県道中山・三郷・寒河江線の水本集落から北西に入り

　　　　 約１．２㎞、車両侵入禁止の柵から５００m 位歩く。

【一言メモ】　えん堤の上から眺めたため池は、林に

囲まれた湖のようです

▶
地
図
は

こ
ち
ら
か
ら

首相官邸

ホームページへ

　

９
月
は
「
防
災
週
間
」
が
あ
り
、

私
た
ち
の
日
頃
の
健
康
管
理
と
も

か
か
わ
り
が
深
い
、
生
活
の
中
に

お
け
る
防
災
へ
の
備
え
を
少
し
考

え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

首
相
官
邸
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

は
災
害
に
対
す
る
家
庭
で
の
備
え

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

〇
家
具
の
固
定
や
置
き
方
の
工

夫
、
懐
中
電
灯
や
ス
リ
ッ
パ
、
ホ

イ
ッ
ス
ル
を
備
え
て
お
こ
う

〇
食
料
・
飲
料
・
生
活
必
需
品
な

ど
の
備
蓄
は
３
日
分
用
意
し
て
お

こ
う

（
飲
料
水
・
非
常
食
・
ト
イ
レ
ッ

ト
ペ
ー
パ
ー
・
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー

パ
ー
・
マ
ッ
チ
・
ろ
う
そ
く
・
カ
セ
ッ

ト
コ
ン
ロ
な
ど
）

〇
非
常
持
ち
出
し
バ
ッ
グ
を
用
意

し
て
お
こ
う

（
飲
料
水
・
食
料
品
・
貴
重
品
・
ヘ

ル
メ
ッ
ト
・
防
災
頭
巾
・
マ
ス
ク
・

軍
手
・
懐
中
電
灯
・
携
帯
ラ
ジ
オ
・

充
電
器
・
電
池
、
衣
服
・
下
着
・

毛
布
・
タ
オ
ル
・
洗
面
用
具
・
ウ

エ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
携
帯
ト
イ

レ
・
乳
児
の
い
る
家
庭
は
ミ
ル
ク
・

紙
お
む
つ
・
哺
乳
瓶
な
ど
）

　

以
前
避
難
所
で
、
持
病
が
あ
る

方
か
ら
飲
ん
で
い
る
薬
を
忘
れ
て

し
ま
っ
た
と
相
談
さ
れ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
一
般
的
に
災
害
が
発

生
し
て
か
ら
の
３
日
間
は
支
援
が

行
き
届
か
な
い
こ
と
も
多
く
、
い

ざ
と
い
う
と
き
の
備
え
と
し
て
、

薬
が
な
く
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て

お
く
こ
と
は
日
頃
か
ら
意
識
し
て

お
き
た
い
こ
と
で
す
。
喘
息
や
心

臓
病
な
ど
の
命
に
係
わ
る
よ
う
な

大
切
な
薬
を
使
っ
て
い
る
人
は
特

に
注
意
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
ど
ん
な
薬
を
飲
ん
で
い

る
か
わ
か
る
よ
う
に
受
診
す
る
都

度
に
お
薬
手
帳
を
コ
ピ
ー
し
て
財

布
な
ど
に
入
れ
て
お
く
と
い
う
話

を
聞
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

い
ざ
と
い
う
と
き
に
自
分
や
大

切
な
人
の
健
康
を
守
る
た
め
に
、

生
活
必
需
品
の
備
蓄
や
薬
の
こ
と

な
ど
確
認
し
て
み
る
こ
と
も
い
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

▼
問
合
せ
先

　

健
康
福
祉
課 

保
健
医
療
係

☎
67-

２
１
１
６
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長
な が

谷
や ち

地ため池



　

８
月
26
日
、
幸
作
り
ん
ご
園
の

園
主
佐
藤
淳
さ
ん
（
平
）
が
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
（
※
①
）
を

活
用
し
て
資
金
を
集
め
、
平
区
に

こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
自
動
販
売
機

（
自
販
機
）
を
同
園
前
に
設
置
し
ま

し
た
。
設
置
し
た
佐
藤
さ
ん
は
、「
こ

れ
ま
で
１
番
近
い
自
販
機
ま
で
は

約
３
キ
ロ
、
コ
ン
ビ
ニ
ま
で
は
約
６

キ
ロ
と
遠
く
、
飲
み
物
を
購
入
す

る
に
は
時
間
が
か
か
り
、
災
害
で

道
路
が
寸
断
さ
れ
る
と
陸
の
孤
島

に
な
っ
て
し
ま
う
不
安
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
飲
料
の
自
販
機

を
設
置
す
る
こ
と
で
少
し
で
も
そ

の
不
安
が
解
消
さ
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
」
と
語
り
ま
す
。

当
初
は
飲
料
メ
ー
カ
ー
に
自
販
機

設
置
を
依
頼
し
た
も
の
の
、
僻
地

で
あ
る
こ
と
や
冬
場
の
積
雪
が
障

壁
と
な
り
断
ら
れ
た
経
緯
が
あ
り
、

自
ら
機
械
を
購
入
設
置
し
よ
う
と

思
い
立
っ
た
そ
う
で
す
。

　
「
支
援
し
て
く
れ
た
方
は
ウ
サ
ヒ

の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
見
た
方
や
ゲ
ー
ム
で

朝
日
町
を
知
っ
て
応
援
し
て
く
れ

て
い
る
方
等
が
多
く
、
中
に
は
リ

タ
ー
ン
（
※
②
）
無
し
で
支
援
し

て
く
れ
た
方
も
。
全
国
各
地
か
ら

支
援
を
い
た
だ
き
本
当
に
あ
り
が

た
い
で
す
」
―
―
。
自
販
機
を
見

な
が
ら
佐
藤
さ
ん
は
そ
う
語
っ
て

い
ま
し
た
。

　

自
販
機
の
中
身
は
佐
藤
さ
ん
が

自
由
に
配
置
し
て
い
ま
す
。
今
後

商
品
の
構
成
を
考
え
た
り
、
冬
期

間
は
温
か
い
飲
料
を
販
売
し
た
り

と
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
内
容
を
変

更
す
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

※
①
…
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し

て
多
数
の
人
々
か
ら
少
額
ず
つ
資

金
を
調
達
す
る
仕
組
み

※
②
…
ふ
る
さ
と
納
税
で
い
う
返

礼
品
の
よ
う
に
、
支
援
し
て
く
れ

た
方
へ
送
る
お
礼
の
物
品

８月１日～８月 31日届出

人口と世帯数Population
●令和３年　８月３1日 現在

（※外国人を含む）

　人　口 ６，４２２ 人 (－   ３)

　　　男 ３，１８９ 人 (±   ０)

　　女 ３，２３３ 人 (－   ３)

　世帯数 ２，３７９ 世帯 (－   ２)

------ ８月中の異動 ------
出生　　　４人　　転入 　８人
死亡　　　５人　　転出 １０人

※（　）内は先月比

保護者名性別

すこやかに

区　名 出生児氏名

Births

栗木沢 白　田　トミ子 義　幸

常　盤 長　岡　貞　雄 美津子

太郎第二 長　岡　ひ　で 文　子

やすらかにObituaries
区　名 死亡者氏名 世帯主名

　常　盤　　佐　竹　心
こ

　望
のみ

　　女　　　翼　・夏希

　本　町　　布　施　匠
たく

　望
み

　　男　　正徳・裕美

　前田沢　　志　藤　光
こう

　晟
せい

　　男　　広史・里美

ALTのオリビア先生が帰国します

▲設置した自販機と佐藤さん

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
活
用
し
て

平
区
に
自
動
販
売
機
が
設
置
さ
れ
ま
し
た

335
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　当町の ALT（外国語指導助手）のオリビア先生が２年間の任期を終えて

帰国することとなりました。先生からのお別れのメッセージを紹介します。

朝日町のみなさんへ

　ジェットプログラムから住む場所を初めて伝えられた時、私はすぐに英語で「モーニングサン」が頭に浮かび

ました。モーニングサン（朝日）は、美しい、輝かしいというイメージで、偶然にも、私の母も Dawn（夜明け）

という名前です。ここに来てもう 2 年が過ぎてしまったことが信じられません。私は、今でも時々この小さな町

の新人のような気になる時もあれば、住み慣れた自分の町のようにも感じています。私がここで受けたみなさん

からの優しさ、寛大さ、暖かさに感謝します。子どもたちの家族の皆さん、自分の家に快く招き入れてくれた方々、

お世話してくださった方々、日本の生活について教えて下さった方々に感謝します。

　私は、大学を卒業して1か月後に日本に来ました。この町で、東北のおもしろく隠れた文化を学んだだけではなく、

たくさんの生活の知恵を学びました。私がこの先、自分の人生で大切にしたいことは、寛大さです。私もこれか

ら出会う人たちにこの寛大さを持って接していきたいです。ぜひお元気でお過ごしください。そして、英語の学

習も続けて下さいね。早くコロナが終息し、私と私の家族がこの町を訪問できることを願っています。私の家族は、

みなさんの優しい顔や新鮮な野菜（ダチョウも！）、美しい自然を写真でしか見ていません。私の家族は、朝日町

の生活を実際に体験したいと思っています。もし、アメリカやコロラドに来ることがあれば、私がご案内します。

その時は、おいしい朝日町のりんごと山形のお米を持ってきてくださいね。

　朝日町の子どもたち、先生方、たくさんの素敵な思い出をありがとうございました。給食もおいしかったです！

私が働きやすい環境を作って下さった教育委員会のみなさん、ありがとうございました。最後に、朝日町で出会っ

た素敵で優しい寛大な友人に感謝します。決して忘れません。

オリビア先生、ありがとうござ
いました

オリビア先生、ありがとうござ
いました



　

今
月
号
で
は
今
年
７
月
、
新
た
に
ま
ち

づ
く
り
連
携
協
定
を
締
結
し
た
ミ
ズ
ノ
株

式
会
社
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
特
集
し
ま

し
た
。
運
動
を
し
た
方
が
良
い
と
い
う
の

は
誰
も
が
分
か
っ
て
い
る
こ
と
で
す
が
、

そ
れ
で
も
継
続
し
て
運
動
を
す
る
こ
と
は

な
か
な
か
難
し
い
も
の
で
す
。
私
も
「
毎

日
運
動
を
し
よ
う
！
」
と
始
め
て
も
忙
し

く
な
っ
て
く
る
と
「
ま
た
今
度
で
い
い
か
」

と
休
ん
だ
が
最
後
、
時
間
が
で
き
て
き
て

も
当
分
や
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

今
後
町
と
ミ
ズ
ノ
は
「
歩
く
」
こ
と
を
推

進
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
特
集
の
中
で

示
さ
れ
て
い
ま
す
。
運
動
で
き
な
い
・
し

な
い
理
由
と
い
う
の
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す

が
、「
歩
く
」
と
い
う
こ
と
は
多
く
の
方

が
普
段
や
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
こ
に

ミ
ズ
ノ
が
協
力
し
て
く
れ
る
と
い
う
の
で

あ
れ
ば
、
で
き
る
気
が
し
ま
せ
ん
か
？

　

最
近
ミ
ズ
ノ
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
シ
ュ
ー

ズ
を
購
入
し
ま
し
た
。
そ
れ
こ
そ
三
日
坊

主
に
な
り
宝
の
持
ち
腐
れ
に
な
ら
な
い
よ

う
歩
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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「おうちでワインまつり」
限定のラベルを使用

コロナ禍の今年は一升瓶ワインを特別価格で販売

健康に向け踏み出す一歩を

町とミズノがバックアップ

　

朝
日
町
ワ
イ
ン
ま
つ
り
実
行
委

員
会
は
令
和
３
年
度
朝
日
町
ワ
イ

ン
ま
つ
り
の
中
止
を
決
定
し
、
こ

の
た
び
そ
の
代
替
企
画
と
し
て
９

月
11
日
か
ら
町
民
限
定
先
行
販
売

で
「
お
う
ち
で
ワ
イ
ン
ま
つ
り
ス

ペ
シ
ャ
ル
セ
ー
ル
」
を
実
施
し
ま

す
（
９
月
24
日
か
ら
は
町
民
以
外

の
方
も
購
入
可
）。
ス
ペ
シ
ャ
ル

セ
ー
ル
限
定
の
１
升
瓶
ワ
イ
ン
を

本
来
２
，
３
３
０
円
の
と
こ
ろ
特

別
価
格
１
，
６
５
０
円
で
販
売
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
宅
等
で
ワ

イ
ン
ま
つ
り
の
雰
囲
気
を
味
わ
っ

て
も
ら
お
う
と
、
お
う
ち
で
ワ
イ

ン
ま
つ
り
動
画
（
上
写
真
）
を
動

画
サ
イ
ト
で
公
開
。「
中
止
報
告

な
の
に
朗
ら
か
す
ぎ
る
！
」
と
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
話
題
と
な
っ
た
渓
流
ま
つ

り
動
画
と
同
様
、
鈴
木
浩
幸
町
長

と
桃
色
ウ
サ
ヒ
が
ま
つ
り
の
魅
力

を
語
っ
て
い
ま
す
。
撮
影
・
編
集

は
地
域
お
こ
し
協
力
隊
つ
な
が
り

創
出
推
進
員
の
田
岡
知
暁
さ
ん
が

手
が
け
ま
し
た
。
朝
日
町
だ
か
ら

こ
そ
で
き
る
攻
め
の
動
画
を
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。
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■
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